
１．収益的収入
増減額③ 増減率

決算額① 構成割合 決算額② 構成割合 ③＝②－① ③÷①

入院収益 入院診療に係る収益 2,332,916 64.4% 2,342,065 55.6% 9,149 0.4%

外来収益 外来診療に係る収益 661,067 18.2% 638,753 15.2% △ 22,314 -3.4%

その他医業収益 室料差額・健診収益・診断書料ほか 141,998 3.9% 140,124 3.3% △ 1,874 -1.3%

医業外収益 国（県）からの補助金・市からの繰入金
ほか 429,623 11.9% 995,856 23.7% 566,233 131.8%

訪問看護（介護）収益 訪問看護（介護）診療に係る収益 58,244 1.6% 68,809 1.6% 10,565 18.1%

特別利益 過年度損益修正に係る収益 0 0.0% 24,143 0.6% 24,143 皆増

3,623,848 100.0% 4,209,750 100.0% 585,902 16.2%

２．収益的支出
増減額③ 増減率

決算額① 構成割合 決算額② 構成割合 ③＝②－① ③÷①

給与費 職員に係る人件費 2,439,036 67.2% 2,431,431 65.0% △ 7,605 -0.3%

材料費 薬品費・診療材料費ほか 399,403 11.0% 399,279 10.7% △ 124 0.0%

経費 委託料・賃借料・光熱水費・修繕料ほか 349,537 9.6% 403,447 10.8% 53,910 15.4%

減価償却費 病院所有の固定資産に係る償却費 193,411 5.3% 288,573 7.7% 95,162 49.2%

資産減耗費 固定資産の除却費ほか 2,073 0.1% 5,640 0.2% 3,567 172.1%

研究研修費 研究研修に係る旅費ほか 8,783 0.2% 1,300 0.0% △ 7,483 -85.2%

医業外費用 借入金の返済に係る利息の支払・消費
税ほか 178,111 4.9% 139,008 3.7% △ 39,103 -22.0%

訪問看護（介護）費用 訪問看護（介護）診療に係る費用 59,296 1.6% 69,009 1.8% 9,713 16.4%

特別損失 不納欠損処理、資産の売却に伴う損失 2,532 0.1% 444 0.0% △ 2,088 -82.5%

3,632,182 100.0% 3,738,131 100.0% 105,949 2.9%

３．資本的収入
増減額③ 増減率

決算額① 構成割合 決算額② 構成割合 ③＝②－① ③÷①

企業債 設備投資にかかる借入金 648,200 99.6% 41,200 49.5% △ 607,000 -93.6%

他会計補助金ほか
設備投資にかかる国（県）からの補助金
ほか 2,750 0.4% 40,757 49.0% 38,007 1382.1%

固定資産売却代金 固定資産売却に伴う売却収入 0 0.0% 1,250 1.5% 1,250 皆増

650,950 100.0% 83,207 100.0% △ 567,743 -87.2%

４．資本的支出
増減額③ 増減率

決算額① 構成割合 決算額② 構成割合 ③＝②－① ③÷①

建設改良費 医療機器購入費、システム開発費ほか 656,156 70.6% 109,863 22.1% △ 546,293 -83.3%

企業債償還金 借入金の返済に係る元金の支払 273,442 29.4% 387,149 77.9% 113,707 41.6%

929,598 100.0% 497,012 100.0% △ 432,586 -46.5%
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令和２年度 病院事業会計の決算状況
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市民病院の会計は「公営企業会計」が適用されているため「収益的収支」と「資本的収支」で構成されています。

「収益的収支」とは病院の経営活動によって発生するすべての収支をあらわし、単年度の経営状況を示しています。

「資本的収支」とは施設の建設改良に関する投資的な収支をあらわしています。

令和２年度の「収益的収支」は4億7,100万円の黒字、「資本的収支」は4億1,300万円の赤字となり、会計全体

では5,800万円ほどの黒字となっていますが、収益的収支には、実際に現金の支出を伴わない減価償却費等

の費用が含まれているため、資金の増減額とは一致しません。令和２年度は現預金が前年度比で3億2,000万円

増加し、年度末における保有資金残高はおよそ16億9,100万円となっています。


